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営業利益：2021/12計画比では、CMPの増収による増益に加えて、TRSの構成差や費用
削減などの努力により計画比増益。
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CMPセグメントでの需要の増加により、売上と営業利益を上方修正。
3000億円の売上及び330億円の営業利益は過去最高。
修正計画の売上及び営業利益は、20年度の期首計画の数値と同水準。新型コロナの
影響により1年遅れで達成する見込み。
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資産の増加・負債・資本の増加は、主にHDS株式の一部売却や同社株式の評価益を
計上した影響。
HDSの持分法適用除外による影響を除くと、親会社所有者帰属持分比率は56.5%であ
り、従来通り健全なバランスシートを維持している。
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円安の為替効果及び売上増による増益はあるが、間接費の増加や原材料の価格上
昇によりコスト増加を見込み、増益幅は限定的。
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今後、精密減速機の需要はさらに拡大すると期待している。高い需要に応え、納期を
守る為にも、生産能力の拡大を再開する。
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